





























































表 1 「自己の探求」 2007年度の概要
自己の探求① 自己の探求⑰経）④
第 1回 はじめに オリエンテーションとグループ分け
第2回 ライフサイクルと「私」 A. 茶湯の歴史と今日的意義
第3回 アイデンテイティを探る A. 五感を開く
第4回 自我体験について A. 儀礼の意味をさぐる
第5回 パーソナリティを探る A. 茶湯者体験
第6回 自分の見る「私」、他者から見た「私」 B. エンカウンターグループとは
第7回 集団のなかの「私」 B. コンセンサスを求めて
第8回 無意識の槻界を探る B. 協働作業に取り組む
第9回 コンプレックス B. 課題解決に向けて
第10回 ことばとイメージ C. 土に触れる
第11回 夢について① C. 釉薬を塗る
第12回 夢について② C. 焼成する
実施時期は2007年 第13回 夢について③ C. 作品を眺める
度からで、すでに 3 'A,B,Cの順番は、所属するグルー プ（②姪Ic)によって異なる
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青柳寛之：カウンセラーによる全学生向け少人数体験型授業の試み
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図3 状況への対応力 図4 価値（関係）







「自己受容」(F (1,54) =6.63, p< .05)、「関係維
持」 (F(1,54)=4.93, p<.05)、「価値（関係）」





























(3,92) =2.25, p< .10)。また授業前後の主効果が
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因5~8 授業前後の平均値の比較 (2008・2009年度）
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固7 状況への対応力 図8 価値（関係）
-+-: 茶の湯ー＇~：構成的エンカウンター
→ k-: 陶芸 *: 講義＋実習










(F (1,90) =2.75, p< .05)で有意な差が、「状況



















































































































































































































定尺度集I サイエンス社 199-202) 
酒井恵子・山口陽弘・久野雅樹 1998 価値指向性尺
度（堀洋道監修• 吉田富二雄編 2001 心理測定尺
度集I1 サイエンス社 370-376) 
内山喜久雄• 島井哲志・宇津木成介・大竹恵子 2001 
EQSマニュアル 実務教育出版
吉田 明 2002 窯の要らない炎の七輪陶芸 (DVD)
小学館
和田 実 1991 社会的スキル尺度（川瀬正裕• 松本
真理子編 1997 新・自分探しの心理学 ナカニシ
ヤ出版 82-89) 
Experience-based Group Work by Counselor in University General Classes 
AOY AGI, Hiroyuki 
Kanan University 
From 2007, we have given experience-based small group work in university general 
classes. The title of this class is "The Search of the Self", and the contents are "tea 
ceremony", "structured encounter group", and "ceramic art by shichirin-kiln". The brief 
overview of this class is reported. The results of a questionnaire for students who take this 
course suggest that any contents do not have more effect than others, and that the effect 
of this course is significant in "human relationship". It is also revealed that the difference 
in "self-acceptance" and "ability to manage the situation" is associated with the tendency 
of contents-selection. 
Key Words : experience-based group work, university general classes, tea ceremony, struc-
tured encounter group, ceramic art 
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